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・どうして教室のドアはスライド式なのか？

・なぜ、学校は６時間授業が最大限なのだろう？

・なぜぼうしは赤と白なのだろう？
・どうして消しゴムは、えんぴつで書いたものを
けせるの？
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　様々な問題に自ら立ち向かい、その解決に向けて
異なる多様な他者と協働して力を合わせながら、そ
れぞれの状況に応じて最適な解決方法を探り出して
いく力を持った人材が求められる。「何ができるよ
うになるか」のために、どのように学ぶかを一層重
視する必要がある。　（「深い学び」田村学　著より
抜粋）
　探究学習は知識と知識を
関連づける深い学びを実現
するための学び方の１つで
あり、習得→活用→探究を
意識した単元構成が必要です。
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探究モードへ！

子どもたちのふりかえり
○自学はどういうものを調べたらいいのかわかっ
た。きょうしつの中でのぎもんがいっぱい見つかっ
てこんなぎもんがあったんだと思った。

○問いは全然ないと思っていたけど、こんなに思い
つくなんてはじめて知りました。

○全く関係ないものから考えるんじゃなくて教室や
学校の身近なものから考えると気になるし、調べる
ことのできる問いを作れると知りました。

第２回自学タイムでは、次のSTEPの情報の収集について取り
組みます。今回の自学タイムをきっかけに頭の中に問いがあふ
れる問い体質になる児童が増えれば良いなと思います。

子どもたちのとっておきの問い

　４月２週目、２年生から６年生まで一斉に問いづ
くりにこだわった問いだけの自学タイムを行いまし
た。今年度は総合的な学習の時間にとどまらず、
様々な教科で探究学習にチャレンジしていきたいと
考えています。まず、初めに自主学習で一人で探究
学習に取り組むことができるようになるために、自
学タイムを設定しました。
　探究学習では、「課題の設定」→「情報収集」→
「整理・分析」→「まとめ・新たな問い」という４
つのSTEPで進めること、その中でも問いの立て方
が大切でよい問いとは何かということを子どもたち
と共有しました。

なぜ、今探究学習？ 自学タイム


